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「人権」 とは何でしょう？ 
 １２月１日（金）は人権集会がありました。集会といってもインフルエンザ流行のため、集まることができず、オン

ラインでの会となりました。放送室からの放送を各学級で視聴するスタイルです。 

 その日は、校長が外勤のため、教頭である私（山下）が話をすることになりました。 

 人権には、いじめ問題、障害者福祉、同和問題、人種差別問題、職業選択の自由、ＬＧＢＴＱ＋、戦争被害…等々、

関係の範囲が広く、また、子どもにとって難しく、何を話すべきか悩むところです。 

 今回は、人権の概念と困ったときには相談するという２点に絞って話をすることにしました。 

 その日がたまたま、私自身の誕生日だったため、それに絡めて話をさせてもらいました。 

 以下、子どもたちに話した内容（クイズ）です。 

第1問 １２月１日、今日は何の日でしょう？ 

    ヒント、教頭先生に関係がある日です。… 答えは、「教頭先生の誕生日」です。 

第2問 何十何年前、教頭先生が「おぎゃあ」と生まれてきたときからもっているものは何でしょう？ 

    ヒント、今日の集会に関係があります。 … 答えは「人権」です。 

第３問 「人権」とは何でしょう？ 

    色んな言い方があるでしょうが、「安全・安心に、自信をもって自由に生きる」ことができることです。 

第4問 人権が大事にされていないと感じたとき、「安心・安全・自信・自由」でないとき、心がギュッとなるような 

    とき、どうすればよいでしょうか？ 

    答えは「相談」です。そのために桜町小には色んなタイプの大人と子どもがいます。相談しやすい人に相談す 

    るといいですね。校長室の前には相談ボックスもあるので、安心して相談してください。 

    これで、私の話を終わります。 

 あとで聞くと、私が「誕生日です」と言ったときに拍手をしてくれた学級があったようです。ありがたいことです。 

また、その人権集会が終わったあと、廊下を歩いていたら、口々に「おめでとうございます！」と何十人にも言われま

した。ありがたいことです。「何歳になりましたか？」と何人にも言われ、何度も「５４歳です。」と答えることになり

ました。「え～、４０歳ぐらいに思ってた。」などと子どもに気を遣わせてしまいましたが、私の人権が大切にされてい

るなと深く感謝しました。 
 

薬物乱用 絶対ダメ！ 
１１月２４日（金）に長崎警察署スクールサポーター川口肇様を講師として、６年生を対象とした「薬物乱用防止教

室」を開催しました。川口様には、たった１回の違法薬物摂取による心身におよぼす取り返しのつかない影響や、その

後の依存性など、薬物乱用の恐ろしさについて、画像や模型などを用いて丁寧にご講演いただきました。子どもたちは、

体育科の保健の授業において学習した内容を専門家のお立場からの貴重なお話を聴くことができ、薬物乱用の怖さに

ついて、しっかりと学ぶことができました。また、授業では思いつかなかった子どもたちの疑問についても、専門的な

見地から丁寧にご回答いただき、より深く学ぶことができました。以下は、講演後の○○○○さんの感想です。 

川口様にはご多用な中にもかかわらず、このように貴重な学びの場を提供していただき、心から感謝申し上げます。 

インフルエンザ罹患状況について 

今週は２つの学級でインフルエンザ罹患者急増による学級閉鎖が危惧されましたが、どうにか持ち堪えました。学校

全体の罹患者も減少傾向となりました。今後とも、感染対策及び朝の健康観察を引き続きよろしくお願いいたします。  

なお、欠席連絡等については、Email にて、午前８時までにご連絡いただきますようお願いします。 
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令和５年度 学校教育目標「 夢や憧れの実現に向け 自ら努力する子どもを育てる 」 

私が今回のお話の中で特に心に残ったのは、「違法薬物摂取による心身への影響」です。健康な人の脳と薬物中毒者

の脳に、まさかあんなにも違いがあると思いませんでした。また、薬物中毒者が自傷行為や自宅への放火、殺人など

をしてしまうこともあると聞いて、薬物乱用によって起こる精神に及ぼす影響はとても大きく、怖いものなんだなと

恐ろしくなりました。私は大人になっても、違法薬物は使わないし、絶対に薬物乱用はしないと強く思いました。 


